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（平成 25 年 5 月 21 日受付/平成 26 年 3 月 11 日受理）
要約：初年次教育の授業「子どもの発達と生き物」（動物編）履修者を対象に，学生によるプレゼンテーショ
ンを取り入れ，その評価活動を行った。プレゼンテーションは 1）大学生になってからの動物との関わり，2）
これからの動物との関わりについて 2 回に分けて行った。プレゼンテーションには，各回 7 グループに分け
代表者個人または複数が発表者として関わった。発表者のプレゼンテーション内容・説明・方法については，
学生がワークシートに自由記述と 5 段階評価を行い，それをもとに筆者らが質的・量的評価としてまとめた。
1 年次の学生はプレゼンテーション評価活動を通して，興味の対象や年齢が近い 1 年次生のチーム間や 2・3
年次生から，「発表技術」，「動物の知識」，「動物との関わり」，「将来への道筋」に関することを学び考え創




























































の発達と生き物」（A 学科学科専門科目）履修者 A 学科 1 年
生 123 名，A 学科 2 年生 2 名，B 学科 2 年生 3 名，B 学科 3
年生 7 名，C 学科 3 年生 6 名，計 141 名を対象に行った。
　⑴　「子どもの発達と生き物」の科目概要
　「子どもの発達と生き物」は 1 年次後期に実施される学























るように調整し，7 チーム構成，発表時間を 1 チーム 10
分とする旨を伝えた。チームの構成には同一学年・学科構
成となるよう配慮して割り振りした。即ち，発表チームは
A 学科 1 年チーム 1（41 名），同チーム 2（41 名），同チー
ム 3（41 名），A 学科 2 年（以下チーム 4，2 名），B 学科
2 年（以下チーム 5，3 名），B 学科 3 年（以下チーム 6，8








優れている 4，普通 3，やや劣っている 2，劣っている 1
の 5 段階評価をワークシートに記入した。評価の観点は，
「発表内容」，「発表時の説明」，「発表の仕方」とした。






























































　自由回答欄に記述があったのは 128 名（1 回目発表），





成された。さらに，これを 2・3 年次生による 13 項目と 1
年次生による 18 項目にそれぞれ分類した（表 1）。学習者
側には 187 項目のサブカテゴリー 1（大学生になってから
の動物たちとの交流）と 36 項目のサブカテゴリー 2（こ
れからの動物たちとの関わり）が生成された。これを 2・


































　A 学科 1 年チーム 3 の評価は突出しており，表 1 およ
び 2 に表れたように同級生に刺激を与え影響を及ぼしたこ
とが示された。
　また A 学科 2 年チーム 4 および C 学科 3 年チーム 7 の





































































































































Summary：The present authors based  this  study on presentations of  freshman  in a class of    “Child 
Development and Life on Earth (Animal Field)” by evaluating the effects of  these presentations on the 
participating students.










techniques”,  “Knowledge of  animals”,  “Involvement with animals”,  and  “future pathway” due  to  the 
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